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我々は、2002 年 1 月に打ち上げ予定の S-310-30 号機ロケットに搭載する窒素振動温度測定器を開発した。この

ロケット実験では、窒素振動温度測定器を用いた高度 100～140km における窒素分子の振動温度・回転温度および
数密度の観測と、ラングミュアプローブを用いた電子温度の同時観測を目的としている。 
本講演では、室内実験によって得られたデータをもとに測定器の性能を評価し、さらに窒素・酸素の混合プラ

ズマが窒素振動温度および電子温度に及ぼす影響について考察する。 
 
 
中緯度の下部熱圏において、電子温度はほぼ中性大気温度に等しいと考えられている。その一方で、ロケット

実験によって中性大気温度よりも数 100K 以上高い電子温度が何度も観測されている。この原因を説明するために、
振動励起された窒素分子が電子温度の上昇を引き起こしているという仮説が提案されたが、これまでのモデル計算
では否定的な結果が出ている。しかしながら、窒素振動温度と電子温度を同時に観測し、定量的に考察した研究は
未だに存在しない。 
我々は、2002 年 1 月に打ち上げ予定の S-310-30 号機ロケットに搭載する窒素振動温度測定器を開発した。この

ロケット実験では、窒素振動温度測定器を用いた高度 100～140km における窒素分子の振動温度・回転温度および
数密度の観測と、ラングミュアプローブを用いた電子温度の同時観測を目的としている。 
窒素分子の振動温度・回転温度は、この測定器で得られた観測スペクトルに対してシミュレーションによって

求められた理論スペクトルをフィッティングさせることによって推定する。一方、数密度については得られたスペ
クトルの絶対値をある数密度下での実験スペクトルと比較して推定するため、事前にスペースチェンバーを用いた
室内実験を行ってデータを取得する絶対較正が必要である。この絶対較正実験によって初めて測定器の精度を実測
できるので、観測によって得られる温度・数密度の各高度での誤差を見積もることが可能になる。 
また、過去の研究において、現実の下部熱圏における大気を再現するためにチェンバー内に窒素だけでなく酸

素も導入し、さらに紫外線ランプを照射したプラズマ環境下で、窒素振動温度が 4000K にまで上昇したという実験
報告がある。この実験は紫外線ランプの強度を定量的に見積もっていない点において信頼性に乏しい。従って、こ
のような実験を再度行って定量的に確かめる必要がある。 
本講演では、室内実験によって得られたデータをもとに測定器の性能を評価し、さらに窒素・酸素の混合プラ

ズマが窒素振動温度および電子温度に及ぼす影響について考察する。 


